
「小さな地球」「若者の国連」

立命館アジア太平洋大学(APU)の
起業家育成と地域への貢献

第21回まち・ひと・しごと創生会議
立命館アジア太平洋大学(APU)
学長 出口治明

資料５



 起業部とは
• ２０１８年７月に発足
• 留学生３９名、日本人学生４４名が在籍
• メンター教職員７名（３カ国）と、起業した卒業生のアド
バイスを受けて、起業をブラッシュアップ

 第1期は、年間4組が起業
 クラウドファンディングで

総額3,744,000円のご支援

APU起業部（通称・出口塾）
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地域を元気にする起業
 (株)STEQQI（ｶﾑｶﾞｰﾄﾞ ﾜﾁｬｲﾝﾄｰﾝ タイ出身）
• APUの仲間と動画制作会社を、別府で起業
• ニッポンものづくりフィルムアワードで「小鹿田焼 BELONG｜小

鹿田焼 陶工」ドキュメンタリーでグランプリ（最優秀賞）獲得
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■ (株) マイニチモンキー
(ﾚｻﾞｰ・ｲﾌﾀｶｰ ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ出身)
• 多言語の食事配達サービス業
• APU起業部を経て、大分県が

国に働きかけた制度改正によ
り、全国初の外国人起業要件
緩和適用で起業

■ Mocha Origins
(ｱﾙﾓｶﾞﾍｯﾄﾞ・ﾀﾚｯｸ ｲｴﾒﾝ出身)
• イエメン伝統産業のコーヒー豆
栽培を輸入する会社を、別府で
設立

• 大分県と日本政策金融公庫によ
る外国人創業支援事業第１号

地域を元気にする起業
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■ あまいろ商店
（古川 光 佐賀県出身）
• 廃棄処分される食品を譲り受

け、完全無料スーパー立上げ
• 誰でも食堂の開設

■

• フードロス問題に取り組む飲
食店の経営

地域を元気にする起業
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別府以外での起業
■ Fingertalk
(ﾃﾞｨｯｻ ｱｰﾀﾞﾆｻ ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ出身)
• ろうあ者等と働くｶﾌｪの創業
• オバマ財団が選ぶ「アジア太

平洋地域のリーダー」で日本
在住５名のうち一人に選出

■ Raroma (株)
(ﾏｲ ﾎｱｲ ｼﾞｬﾝ ﾍﾞﾄﾅﾑ出身)
• 在日ﾍﾞﾄﾅﾑ人材の支援事業
• ｼｸﾛﾘﾑｼﾞﾝ(自転車ﾀｸｼｰ)事業
• 日越関連ｲﾍﾞﾝﾄ、広告ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ
事業、など
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APU卒業生の日本での起業
→125件(うち留学生35件*把握分のみ）

 外国人の起業に必要な初期投資500万円、常勤２名(日本
人)などの要件緩和。
『日本人の起業とのイコールフッティングを』

＜具体的な緩和＞
(1) 初期投資の要件緩和
(2) 外国人（就労ビザ）も常勤２名雇用の対象とする
(3) 事業モデルに応じた事業所の要件緩和、など

お願い
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